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リクルートは2020年の住まい領域のトレンドとして『職住融合』という

キーワードを発表しました。働き方改革によりテレワークが浸透、現在
労働人口の16％がテレワークを実施するようになりました。さらに東京

五輪に向けて政府もテレワークを推進し、その結果テレワークのため
に住まいを変化させる人が増加するようになりました。また、これまで
の職住接近のライフスタイルも変化が起こり、都心から郊外へ引っ越し
する動きも出てきており、郊外の街も変化し始めている。テレワーク浸
透のリアルな状況を具体的な数値で紹介します。リクルートの調査によ
ると、テレワークをきっかけに自宅の環境を変えたと回答した人は
70％。具体的に実施した自宅の環境整備の内容を見ると、
「仕事の資料、PC置場、収納スペースを作った」（28％）、「部屋の一角
に仕事用スペースを作った」（24％）、「ホワイトボード/モニター/プロ
ジェクターなどを用意した」（23％）、「仕事用のデスク・椅子を設置した」
（23％）など。既に自宅の環境を整備した人が少なくない割合に達して

いる。これからの賃貸住宅はこうした動きにも合わせた対応が必要に
なる。スペースを確保しやすい間取りやプラン、共用部分などの活用な
ど既に導入事例が登場している。
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マンションやアパートを借りた経験のある人のほとんどが、
仲介手数料として不動産屋さんに賃料1月分の報酬を払ったこと
でしょう。しかし、今では「仲介手数料半額」や「仲介手数料ゼロ円」
といった広告を出している不動産屋さんもいます。
この仲介手数料ですが、厳密にいうと法律（宅地建物取引業法）には
受け取ってよい報酬の上限が決められているだけです。

その上限は賃料１月分までで、依頼者（大家と入居者）の一方から受け
取ってよい上限は賃料0.5月分となっています。そして例外的に事前
の了承があった場合、依頼者の一方から賃料1月分まで報酬を
受け取ってよいことになっています。
実務では「例外」の方が多く、借り手が仲介手数料１月分を払
っていました。これからの不動産市場の変化によって仲介手数料

の取り扱いも変わってくるかもしれません。
参考記事：マネー研究所（https://style.nikkei.com/money）
「賃貸物件、仲介手数料は半月分？1カ月分？

なぜ混在」2020年2月20日

ひな祭りの由来は諸説ありますが、中国でおこなわれていた
「上巳（じょうし）の節句」が日本に伝わってきたという説が有力です。

もともとは邪気や厄を払うための行事で、人形に自分の邪気をうつし
て川に流すという「流し雛」が行われていました。

この行事は長らく行われていましたが、時代とともに流し雛に使用す
る人形が立派になり、川に流すのではなく家に飾るようになりました。
これがやがてひな人形となり、貴族の中で流行っていたおままごと遊
びのような「ひひな遊び」と合わさって、ひな祭りになったといわれて
います。
また、ひな祭りが3月3日に定められ、女の子の健やかな成長と幸せ
を願う日として定着したのは江戸時代の頃だといわれています。
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